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第６回末広和顔会展（門信徒会作品発表会）
平成２７年４月１０日～１２日　ＴＭＯホール（三島商工会議所内）

「人に仏法の話をして相手の人が喜んだときは、自分はその相手の人

よりも、もっと喜んで尊いことだと思うべきである。」
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住
職　

本
持　

愚
山

　
去
る
七
月
二
十
四
日
よ
り
八
月
八
日
ま
で
23
W
S
J
の
奉
仕
活
動
を
し
て
き
ま

し
た
。
世
界
各
国
よ
り
ス
カ
ウ
ト
三
万
四
千
人
、
参
加
国
百
四
十
七
ヵ
国
が
一
同

に
集
ま
り
、
四
年
に
一
度
の
大
会
で
す
。
人
種
、
民
族
、
宗
教
を
超
え
異
文
化
の

交
流
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
日
本
で
の
開
催
は
四
十
四
年
前
富
士
宮
の
朝
霧
高
原
で
し
た
。
今
回
は
山
口
県

き
ら
ら
浜
と
言
う
会
場
で
南
北
に
四
キ
ロ
、
東
西
に
三
キ
ロ
と
広
大
な
広
場
に

一
晩
で
テ
ン
ト
村
の
出
現
、
い
よ
い
よ
キ
ャ
ン
プ
生
活
で
す
。
そ
こ
は
世
界
大

会
、
公
用
語
が
英
語
と
フ
ラ
ン
ス
語
。
昔
取
っ
た
杵
柄
は
多
少
会
話
に
な
っ
た

こ
と
で
し
た
。
さ
て
ス
カ
ウ
ト
活
動
を
少
し
説
明
致
し
ま
す
。

　
起
こ
り
は
イ
ギ
リ
ス
、
軍
隊
の
少
年
兵
に
斥
候
術
を
学
ば
せ
国
の
為
に
と
の

思
い
が
、
青
少
年
の
健
全
育
成
を
目
的
と
し
、
教
育
の
現
場
を
自
然
に
求
め
出

発
し
、
運
動
へ
と
変
化
し
た
活
動
で
す
。
当
然
野
営
生
活
が
基
本
と
な
り
、
結

索
法
、
野
外
料
理
、
自
然
観
察
等
々
、
多
岐
に
渡
り
学
び
ま
す
。
そ
し
て
学

ん
だ
事
柄
が
そ
の
ま
ま
人
生
に
役
立
つ
事
と
な
り
ま
す
。「
そ
な
え
よ
つ
ね
に
」

は
全
て
の
生
き
様
に
大
切
な
標
語
で
あ
り
、
ス
カ
ウ
ト
活
動
の
最
も
重
要
な
指

針
で
す
。
実
は
私
も
小
学
校
五
年
生
の
時
こ
の
活
動
に
縁
が
あ
り
現
在
に
至
っ

て
い
ま
す
。

　
入
隊
の
時
「
三
つ
の
ち
か
い
」「
十
二
（
現
八
）
の
お
き
て
」
を
唱
え
ス
カ
ウ

ト
の
一
員
と
し
て
認
め
ら
れ
る
の
で
す
。
こ
こ
で
着
目
す
べ
き
事
柄
と
し
て
「
ち

か
い
」
の
最
初
が
各
国
共
通
と
言
う
事
で
す
。
そ
れ
は
「
神
（
仏
）
と
国
と
に
誠

を
尽
く
し
、
お
き
て
を
守
り
ま
す
」
で
す
。
言
語
は
異
な
り
ま
す
が
、
ま
ず
「
信

仰
心
」
を
持
つ
事
に
重
点
を
置
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実
践
活
動
を
学
び
、
世
の
為
人

の
為
に
奉
仕
で
き
る
人
財
育
成
が
重
ね
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
私
は
お
釈
迦
様
の
教
え
「
仏
教
」
に
出
遇
い
ま
し
た
。
従
い
ま
し
て
、
ジ
ャ
ン

ボ
リ
ー
の
会
場
で
は
信
仰
を
奨
励
す
る
広
場
に
て
各
国
の
教
導
者
と
共
に
訪
れ
る

ス
カ
ウ
ト
達
に
そ
れ
ぞ
れ
の
宗
教
を
認
め
つ
つ
、
あ
ら
た
め
て
信
仰
心
を
養
い
活

動
に
励
む
よ
う
に
と
説
く
奉
仕
活
動
を
さ
せ
て
戴
き
ま

し
た
。本
当
に
尊
い
ご
縁
と
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

  

ス
カ
ウ
ト
サ
イ
ン
三
指

第
23
回
世
界
ス
カ
ウ
ト

      　

ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
奉
仕
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門 信 徒　小四　  藤 澤  月 樹

■平成２７年７月２９日（水）～３１日（金）　  ■富士市立少年自然の家　■常願寺
お寺の林間学校（南ブロック門徒子弟研修会）

つ　 き
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活
動
報
告

平
成
二
十
七
年
度
上
期

花
ま
つ
り
「
お
釈
迦
様
の
誕
生
日
」

                             

平
成
二
十
七
年
四
月
五
日･･･

五
〇
余
名

 

お
参
り
後
、
お
釈
迦
様
の

 

ご
生
涯
を
映
像
に
て
鑑
賞

 

い
た
し
ま
し
た
。

末
広
和
顔
会
展
（
門
信
徒
会
作
品
発
表
会
）　

　

平
成
二
十
七
年
四
月
十
日
〜
十
二
日･･･
来
場
者
一
五
〇
余
名

 

隔
年
ご
と
開
催
し
て
お
り
ま
す
末
広
和
顔
会
展
を
今
年
度
開
催
い
た
し
ま 

 

し
た
。
作
品
の
展
示
だ
け
で
な
く
、
特
設
コ
ー
ナ
ー
に
て
「
ア
ニ
メ
親
鸞 

 

様
」も
上
映
い
た
し
ま
し
た
。

　

※
写
真
は
表
紙
・
八
ペ
ー
ジ
に
掲
載

第
四
十
一
回
門
信
徒
会
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

                           

平
成
二
十
七
年
四
月
二
十
四
日  

                         ･･･

新
沼
津
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

 

優　

勝　

髭　

数
久 

さ
ん

 

準
優
勝　

岡
田　

良
昭 

さ
ん

 

第
３
位　

小
井
土　

浩 

さ
ん

結
婚
報
告
法
要　
平
成
二
十
七
年
四
月
二
十
五
日

 

藤
澤
良
樹
さ
ん
・
香
菜
さ
ん

 

結
婚
の
報
告
を
、
仏
前
に
て

 

報
告
い
た
し
ま
し
た
。

 

第
十
回
門
信
徒
会
親
睦
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

　

    

平
成
二
十
七
年
四
月
二
十
六
日

      ･･･

ジ
ョ
イ
ラ
ン
ド
ボ
ウ
ル
み
し
ま

 

優　

勝　

藤
澤　

昭
子 

さ
ん

 

準
優
勝　

藤
澤　

直
樹 

さ
ん

 

第
３
位　

岩
﨑　

明
雄 

さ
ん

静
岡
東
組
組
会
・
総
代
研
修
会  

                              

平
成
二
十
七
年
四
月
三
十
日

                                   ･･･

善
教
寺
（
三
島
市
）

  

門
信
徒
会
定
期
総
会　

                               

平
成
二
十
七
年
五
月
二
日

                                            ･･･

五
〇
余
名　

    

お
か
げ
様
で
、
各
議
案
と
も 

 

ご
承
認
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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東
京
教
区
仏
教
壮
年
会
研
修
会   

　
　
　

平
成
二
十
七
年
五
月
九
日　

･･･

築
地
本
願
寺

 

先
輩
方
々
を
敬
い
な
が
ら
、
若
い
者
と
も
共

 

生
き
の
強
化
団
体
で
す
。

境
内
清
掃
作
業
・
親
睦
懇
親
会
平
成
二
十
七
年
七
月
二
十
六
日

･･･

一
〇
〇
余
名

　

 

作
業
終
了
後
の
ス
イ
カ
の
味

 

は
格
別
で
し
た
。

お
寺
の
林
間
学
校（
南
ブ
ロ
ッ
ク
門
徒
子
弟
研
修
会
） 

                                

平
成
二
十
七
年
七
月
二
十
九
日
〜
三
十
一
日

･･･

富
士
市
立
少
年
自
然
の
家

　

静
岡
・
神
奈
川
・
山
梨
県
内
の
小
学
校
１
年
生
〜
中
学
校
３
年
生
が
集
ま  

 

り
、
沢
登
り
・
カ
レ
ー
作
り
・
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ア
・
流
し
そ
う
め
ん

 

等
を
行
い
ま
し
た
。

 

※
写
真
は
三
ペ
ー
ジ
に
掲
載

合
同
盆
法
要
（
全
八
回
）   　

　
　
　
　
　
　

  

平
成
二
十
七
年
八
月
十
三
〜
十
五
日

　
　
　
　
　
　

  ･･･

約
二
五
〇
家
族
（
約
七
〇
〇
名
）

 

ご
先
祖
様
曰
く

 

「
皆
が
元
気
で
う
れ
し
い
よ
。こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て

 

楽
し
く
生
き
て
ほ
し
い
な･･･

」

秋
季
彼
岸
会
法
要 

　
　
　
　

平
成
二
十
七
年
九
月
二
十
三
日

 
   　

　
　

･･･

一
三
〇
余
名

 

ご
講
師　

白
川　

憲
仁　

師

門
信
徒
の
つ
ど
い            　
平
成
二
十
七
年
九
月
二
十
六
日

･･･

ホ
テ
ル
天
坊
（
伊
豆
の
国
市
）

 

「
ご
縁
ー
遇
え
て
、よ
か
っ
た（
落
語
か
ら

 

仏
教
に
ふ
れ
る
）」 

名
称
の
も
と
、

 
十
一
代
目 

桂 

文
治 

師
匠
を
お
招
き
し
、

 
静
岡
東
組
内
の
ご
門
徒
の
皆
様
と
一
緒
に

 

楽
し
く
一
席
拝
聴
し
、
落
語
の
後
は
話
し

 

合
い
法
座
等
交
流
を
い
た
し
ま
し
た
。

　

※
写
真
は
七
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載



   

6

今　  後　  の　  活　  動　  予　  定
平成２7年 (2015)

１０月３０日 ( 金 ) 門信徒会親睦ゴルフコンペ 三島ゴルフ倶楽部

１１月１５日 ( 日 ) 長照寺報恩講 本　堂

１２月６日 ( 日 ) 境内清掃作業 境　内

１２月３１日 ( 木 ) 除夜会 本　堂

平成28年 (2016)

１月４日 ( 月 ) 修正会・新年会 本　堂

１月１２～１３日 ご正忌報恩講 西本願寺

２月２１～２２日 仏教壮年会連盟結成記念日研修会 箱　根

３月２０日 ( 日 ) 春季彼岸会法要 本　堂

４月１０日 ( 日 ) 寺報第３５号発行 

※各行事は、予定ですので、その都度、寺から案内を送付します。
※定例法座は第 3土曜日、午後 1時より本堂にて開催。
※その他に親睦の集いを募集・計画中。

日頃の忙しさから解放されて
気持ちが軽くなる自分を発見
できるかもしれません。（ ）

「
伝
灯
奉
告
法
要
」
参
拝
の
お
知
ら
せ

　
宗
祖
・
親
鸞
聖
人
が
あ
き
ら
か
に
さ
れ
た
「
浄
土
真
宗
の
み
教
え
」

（
法
灯
）
が
、
聖
人
か
ら
数
え
て
第
二
十
五
代
と
な
る
専
如
ご
門
主

に
伝
え
ら
れ
た
こ
と
を
、
仏
祖
の
御
前
に
告
げ
ら
れ
る
と
と
も
に
、

お
念
仏
の
み
教
え
が
広
く
伝
わ
る
こ
と
を
願
い
、
伝
灯
奉
告
法
要

が
京
都
・
西
本
願
寺
に
て
平
成
二
十
八
年
秋
と
平
成
二
十
九
年
春

に
つ
と
め
ら
れ
ま
す
。

　
当
長
照
寺
に
お
き
ま
し
て
は
、
左
記
の
期
日
に
お
い
て
毎
年
恒

例
の
門
信
徒
会
親
睦
研
修
旅
行
と
あ
わ
せ
参
拝
を
い
た
し
ま
す
。

　
多
く
の
ご
門
徒
皆
様
と
と
も
に
参
拝
を
い
た
し
た
く
、
約
一
年

先
の
予
定
で
は
あ
り
ま
す
が
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

◆
期　

日

      

平
成
二
十
八
年
十
月
五
日
〜
七
日
（
予
定
）

　
　
　
　
　
　
　
※
伝
灯
奉
告
法
要
参
拝
は
、
六
日

◆
研
修
旅
行
先

　
　
京
都
、
奈
良
、
大
阪
方
面

 　
〈
言
葉
解
説
〉

　
　
・
法　

灯

　
　
　
　「
念
仏
の
法
」
と
示
さ
れ
る
、
親
鸞
聖
人
が
ひ
ら
か
れ
た
本
願
名
号
　
　 

　
　
　
　
の
真
実
の
教
え
、
浄
土
真
宗
の
み
教
え
の
こ
と
。

　
　
・
伝　

灯

　
　
　
　
宗
祖
・
親
鸞
聖
人
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
真
実
の
教
え「
浄
土
真
宗
の

　
　
　
　
み
教
え
」（
法
灯
）
を
伝
承
し
、
受
け
継
ぐ
こ
と
。 
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ご
縁
ー
遇
え
て
、よ
か
っ
た
（
落
語
か
ら
仏
教
に
ふ
れ
る
）

門
信
徒
の
つ
ど
い（
公
開
講
座
）

世
話
人　

杉
山　

秀
雄

平
成
二
十
七
年
九
月
二
十
六
日　

ホ
テ
ル
天
坊
（
伊
豆
の
国
市
）

　
暑
さ
寒
さ
も
彼
岸
ま
で
と
い
い
ま
す
が
、
朝
晩

す
っ
か
り
涼
し
く
な
っ
た
九
月
二
十
六
日
に
静
岡
東

組
の
門
信
徒
の
集
い
（
仏
婦
・
仏
壮
研
修
会
）
が
伊

豆
の
国
市
（
ホ
テ
ル
天
坊
）
に
て
、
長
照
寺
が
開
催

担
当
寺
院
（
後
援
・
築
地
本
願
寺
）
と
し
て
行
わ
れ

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
研
修
会
で
は
、
講
師
に
十
一
代
目
　
桂
　
文
治
　

師
匠
を
お
招
き
し
、
講
演
で
「
ご
縁
ー
遇
え
て
、
よ

か
っ
た
」（
落
語
か
ら
仏
教
に
ふ
れ
る
）
と
題
し
て

の
話
で
、
仏
教
に
対
し
て
粋
な
ト
ー
ク
（
し
ゃ
れ
）

を
交
え
て
、
落
語
の
裏
話
、
仏
教
に
つ
い
て
話
さ
れ
、

爆
笑
と
感
動
の
時
間
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
、
一

時
間
の
予
定
が
十
分
も
オ
ー
バ
ー
す
る
熱
の
こ
も
っ

た
落
語
で
大
変
楽
し
い
講
演
で
し
た
。
ま
た
こ
の
研

修
会
で
は
落
語
は
初
め
て
と
の
こ
と
で
、
出
席
さ
れ

た
方
々
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
話
し
合
い
座
法
で
は
、
各
お
寺
の
方
か
ら
お
寺
の

行
事
に
参
加
す
る
人
が
少
な
い
、
ま
た
子
供
が
お
寺

に
こ
な
く
な
っ
た
と
の
意
見
が
出
ま
し
た
。
私
事
で

す
が
春
の
彼
岸
、
お
盆
、
秋
の
お
彼
岸
、
年
末
に
は

孫
と
お
墓
の
掃
除
に
行
き
ま
す
。
終
わ
る
と
お
菓
子

を
お
供
え
し
墓
の
前
で
食
べ
て
帰
り
ま
す
。
そ
し
て

お
寺
の
行
事
に
は

で
き
る
だ
け
孫
達

と
参
拝
し
て
い
ま

す
。
で
す
か
ら
小

さ
な
頃
か
ら
の
お

寺
の
関
係
を
つ
く

る
こ
と
が
大
事
で

は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
　
　
合
掌
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☆お寺からのお便りは、家族皆さん必ず読んで頂く
　習慣をつけましょう。
☆お寺は「よろず相談処」です。
日頃悩んでいる事がありましたら、何でもご相談
ください。
☆次回寺報は、平成28年4月10日（日）発行予定です。

●ご意見・ご要望は、寺務所まで
〒411-0044三島市徳倉1195-817
TEL・FAX０５５-９８８-３９００
編集人＝長島・菊沢・斎藤・園田　

　お寺より
　「いざという時の心構え」
　「明日は我が身と知るべし」近頃、公共の
電波を使い終活の内容が放映されています。
それを見た皆様は何を思うか。そうです、
やはり最後に行き着くところは「費用」な
のです。とても悲しいことです。
　大切なのは、皆様でご往生の意味を知り、
ご自分の命の有り様を感ずることなのです。
　物知りのおじさん・おばさんに聞いても
正しい答えはかえってきません。しきたり・
俗習・風習・に惑わされることなく、なん
でもお寺へご相談にください。
　「いざという時」がきたならば、葬儀屋さ
んではなく、まずは「お寺へ」ご一報を！！

第六回末広和顔会展 （門信徒会作品発表会）

平成 27年 4月 10 日～ 12 日　ＴＭＯホール（三島商工会議所内）

世
話
人　

園
田　

茂
光

　
四
月
十
日
〜
十
二
日
ま
で
の
作
品
発
表
会
に
つ
き
ま
し
て

は
、
皆
様
の
御
協
力
を
い
た
だ
き
盛
大
に
且
つ
楽
し
く
開
催

で
き
、
大
変
有
難
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
次
回
も
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
楽
し
い
展
示
会
が
出
来

ま
す
よ
う
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
不
備
な
点

も
多
々
有
っ
た
と
思
い
ま
す
が
な
に
と
ぞ
ご
容
赦
の
ほ
ど
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
次
回
の
作
品
を
楽
し
み
に
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 

 
 

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
　
掌

出
品
の
お
礼 


